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婦
産
科
に
関
す
る
最
古
の
記
述
は
、
馬
王
堆
出
土
の
『
胎
産

書
』
（
紀
元
前
三
世
紀
頃
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
素
問
」
な
ど
の
学

的
体
系
が
完
備
さ
れ
る
漢
代
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
妊
娠
・
出
産

に
対
す
る
関
心
の
深
さ
、
当
時
の
認
識
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
唐
以
前
の
婦
産
科
專
書
は
、
『
漢
書
」
芸
文
志
に
『
婦
人
嬰

児
方
」
十
九
巻
と
見
え
る
ほ
か
、
階
唐
期
の
正
史
中
の
子
部
・
医

術
類
及
び
五
行
類
に
多
数
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
供
書
で
あ

る
。
た
だ
し
、
『
徳
貞
常
産
経
』
含
医
心
方
」
所
引
、
『
日
本
見
在
書

目
録
」
に
著
録
、
以
下
『
産
経
」
と
略
す
）
、
「
徐
之
才
逐
月
養
胎

方
」
（
『
諸
病
源
候
諭
」
「
千
金
方
』
所
引
、
正
史
に
未
見
、
以
下
「
逐

月
養
胎
方
』
と
略
す
）
、
『
子
母
秘
録
」
（
「
三
因
方
」
所
引
、
「
宋
史
」

芸
文
志
に
著
録
）
、
『
時
賢
産
経
』
（
故
宮
博
物
院
蔵
）
、
「
楊
氏
産
乳

集
験
方
』
（
『
証
類
本
草
』
「
幼
幼
新
書
』
所
引
、
『
唐
書
』
芸
文
志
に

著
録
）
、
『
経
効
産
宝
」
（
『
証
類
本
草
』
所
引
、
『
宋
史
」
芸
文
志
に
著

塑
唐
以
前
に
お
け
る
妊
娠
の
認
識
に
つ
い
て

吉
岡
広
記

録
）
の
六
書
は
、
そ
の
供
文
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
唐
以
前
の
專
書
に
お
け
る
妊
娠
の
認
識
が
理
解
さ
れ

プ
（
》
Ｏ

『
胎
産
書
』
の
内
容
は
、
妊
娠
の
成
立
や
胎
児
の
成
長
過
程
、

男
女
の
生
み
分
け
な
ど
で
あ
り
、
特
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
「
准

南
子
」
精
神
訓
に
も
見
ら
れ
る
各
月
の
胎
児
の
成
長
過
程
に
加

え
、
妊
婦
の
生
活
法
を
示
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
本

書
を
基
礎
と
し
、
「
産
経
』
「
逐
月
養
胎
方
」
に
至
っ
て
完
成
を
見

る
。
『
産
経
』
二
医
心
方
」
巻
二
十
二
・
妊
娠
脈
面
月
禁
法
第
二
に

お
い
て
は
、
『
脈
経
』
巻
九
・
妊
娠
胎
動
血
分
水
分
吐
下
腹
痛
証

第
二
の
は
じ
め
に
見
ら
れ
る
、
各
月
ご
と
の
つ
か
さ
ど
る
経
脈
を

挙
げ
、
そ
の
経
脈
へ
の
鍼
灸
施
術
の
禁
止
を
指
示
す
る
部
分
を
付

加
す
る
。
『
逐
月
養
胎
方
』
舎
千
金
方
」
巻
二
・
養
胎
第
三
）
に
至

っ
て
は
、
さ
ら
に
各
月
に
起
こ
り
う
る
症
状
と
そ
れ
に
対
す
る
処

方
の
指
示
を
追
加
す
る
。
ま
た
、
「
産
経
」
に
は
術
数
的
な
内
容

が
多
数
見
ら
れ
（
「
医
心
方
」
巻
二
十
四
・
占
推
子
寿
不
寿
法
第
二
十

三
が
そ
の
一
例
。
各
巻
に
多
数
散
見
さ
れ
る
）
、
専
書
の
一
部
は
階

唐
期
の
正
史
に
お
い
て
五
行
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
婦
産
科
専
書
は
、
妊
娠
の
生
理
や
そ
の
最
中
の
養
生
と
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い
う
「
胎
教
」
的
視
点
と
、
妊
娠
の
吉
凶
と
い
う
「
方
術
」
的
な

視
点
か
ら
の
認
識
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

一
方
、
婦
産
科
專
書
以
外
の
医
学
書
は
、
專
書
に
お
け
る
妊
娠

の
認
識
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
妊
娠
の
診
断
、
特
に
脈
診
が
そ

の
中
心
と
な
る
。
そ
の
最
も
早
い
記
述
は
、
後
漢
代
の
『
素
問
」

（
陰
陽
別
論
第
七
、
平
人
気
象
諭
第
十
八
、
腹
中
論
第
四
十
）
、
『
霊

枢
』
（
論
疾
診
尺
第
七
十
四
）
、
『
金
置
要
略
』
（
婦
人
妊
娠
病
脈
證
井

治
第
二
十
）
に
断
片
的
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容

は
、
不
統
一
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
後
漢
代
に
は
脈
診
が
妊
娠

の
確
認
方
法
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
降
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
西
晋
の
『
脈
経
」
に
至
っ

て
そ
の
完
成
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
本
書
は
巻
九
に
婦
人
門
を
設

け
、
冒
頭
の
平
妊
娠
分
別
男
女
将
産
諸
証
第
一
に
お
い
て
、
「
素

問
』
な
ど
の
経
文
を
引
用
し
（
た
だ
し
『
素
問
』
腹
中
論
第
四
十
を

欠
く
）
、
そ
の
補
足
を
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
の
有
無
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
胎
児
の
男
女
の
弁
別
、
双
子
で
あ
る
か
否
か
な
ど
の

種
々
の
新
し
い
脈
診
方
法
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
大
幅
な
展
開
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
医
学
害
に
お
け
る
妊
娠
の
認
識
は
、

妊
娠
の
診
断
と
い
う
「
候
胎
」
的
視
点
か
ら
の
認
識
を
中
心
と
し

て
い
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
妊
娠
の
認
識
に
は
、
『
胎
産
聿
旦
を
基
礎
と
し
つ

つ
『
産
経
」
『
逐
月
養
胎
方
」
に
て
完
備
さ
れ
た
逐
月
養
胎
法
を

主
体
と
す
る
「
胎
教
」
と
、
妊
娠
の
吉
凶
を
占
う
「
方
術
」
と
を

基
礎
と
す
る
婦
産
科
専
書
系
統
の
認
識
と
、
漢
代
よ
り
起
こ
り

『
脈
経
』
に
至
っ
て
完
成
し
た
脈
診
を
軸
と
す
る
「
候
胎
」
を
基

礎
に
お
く
医
学
書
系
統
の
認
識
の
、
二
つ
の
流
れ
が
見
い
だ
さ
れ

る
。
晴
唐
期
に
至
り
、
国
家
の
安
定
に
よ
り
生
じ
た
医
学
の
変
化

は
、
妊
娠
の
認
識
に
お
い
て
も
同
様
に
起
こ
る
こ
と
と
な
る
。
こ

れ
ら
二
系
統
は
、
そ
の
成
果
の
延
長
線
上
に
、
医
学
全
書
に
お
い

て
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
進
展
を
見
る
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


